
９月定例教育委員会 議事録要旨 

 

日時：令和２年９月２５日 １３：３０開会 

場所：中津市役所３階大会議室 

 

出席者：粟田教育長、中島委員、自覚委員、横松委員 

    大下教育次長、大江教育総務課長、小畑学校教育課長、岩丸社会教育課長、 

末吉体育・給食課長、磯貝小幡記念図書館長、山本生涯学習推進室長、 

高崎歴史博物館長、友野学校教育課主幹、岩久学校教育課主幹、木村教育総務課主幹 

 

○９月教育委員会報告 

 粟田教育長から、９月時における教育委員会事務局の動き等報告。 

 

○GIGAスクール構想の実現に向けた計画について 

 小畑学校教育課長から、議案内容について説明。 

 ・パソコンやタブレット使用の今後の構想、どの様な使い方ができるなどの整理は。また、電子

教科書などはどの様に使っているのか。 

  →小学校の新教科書、来年度導入の中学校の教科書にはＱＲコードがたくさんついており、１

人１台の整備でそれぞれが同時に活用できる様になります。そして、授業の中で情報等必要

なものをそれぞれが整理して、詰めて、その授業の中でまたお互いに共有し合うなど、様々

な使い方が今後タブレットを用いてできると思っています。子どもたちがこれまでコンパス

や定規など、その様な道具の一つとして活用するということで考えています。また、学習者

用のデジタル教科書は、総授業数の年間の半分の時間だけ使っていいと今は法整備がされて

いますが、今後、それがもっと拡大されていくと思っています。子どもたちが、今後手元で

デジタル教科書を使えば、例えば算数では図形が動いたり、自分で様々な操作をしながら学

習するような、そういう使い方になっていくものと思います。 

 ・充電保管庫とはどういうものか。 

  →保管庫という形で、充電がまとめてできるようになったもので、各普通教室に設置し、同時

に管理するというイメージになります。 

 ・今後、パソコン教室自体は残して、パソコンの使い方を勉強するという形は残るのか。 

  →デスクトップ型のパソコンも小学校には残しております。これはキーボードの練習やこれま

で使ってきた学習ソフトも校内の中だけでは使えるので、そのまま残してタイピングの練習

用等に使っています。今後、技術が進歩していきますと、パソコン教室はみんなで集まって、

パソコンの授業をするというよりは、ミーティングルーム化していくというイメージもあり

ます。 

 ・全国的にもこのペースで進んでいるのか。 

  →当初、このＧＩＧＡスクール構想も５か年計画で年次を追って整備するような方針が、昨年

の１２月に示されていましたが、今年４月に一気に前倒しをする方向で文科省からも予算が

付きまして、大体の自治体が早めに整備をする方向で動いています。 

その他特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

 

 

【裏面につづく】 



○教育財産の取得について 

 大江教育総務課長から、如水小学校駐車場用地の取得について説明。 

 ・取得した後の整備と予算は。 

  →取得後の整備について、アスファルト敷きは計画していないですが、整地とフェンスの設置

をして管理したいと思っています。予算については、基金というものがありまして、まず基

金より土地を買い取ります。その後、基金から買い戻すという形になりますので、予算化は、

今からという形になります。 

その他特に意見等なく、賛成多数で承認した。 

 

○令和２年第３回定例市議会一般質問について 

 大下教育次長から、答弁内容について報告。 

 ・１０年３地域という人事異動ルールについて、大分県ＰＴＡ連合会で１６郡市の中でも保護者

のから声が上がっている。 

  →これからも機会を通じて、現場の声を届けて、改善に向けていきたいと思っています。 

その他特に意見等なかった。 

 

○中津市学校臨時休業対策費補助金交付要綱の一部改正について 

 末吉体育・給食課長から、内容について報告。 

 特に意見等なかった。 

 

○その他 

小畑学校教育課長から、令和２年度中津教育事務所第２回学校訪問の日程について説明。訪問

希望があれば、後日連絡を依頼。 

 

岩丸社会教育課長から、「中津ＡＲＴ！ＡＲＴ！ＡＲＴ！フェスティバル」と題した、中津市歴

史博物館と木村記念美術館の合同企画展を説明。 

 

磯貝小幡記念図書館長から、市報に同封しお知らせしている図書館の臨時休館について説明。 

 

教育委員から 

・修学旅行はどうなったか。 

 →小学校も中学校も１０月から大分県内の１泊で決定しています。 

 

１５：０４ 閉会 


